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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月6日(2020.11.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信用の方法であって、
　システム帯域幅内の共通制御リソースセットについての位置情報を含む同期チャネルを
特定するステップと、
　前記位置情報に少なくとも部分的に基づいて前記システム帯域幅内の前記共通制御リソ
ースセットの位置を決定し、前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロッ
トまたはサブフレームインデックスを特定するステップと、
　前記共通制御リソースセットを復調する際に使用するための、基準信号、制御信号、ま
たはデータ信号のうちの1つまたは複数に対するスクランブリングシーケンスを決定する
ステップと、
　前記システム帯域幅内の基準リソース要素(RE)位置を特定するステップと、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記基準RE位置に
少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成するステップと、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準RE位置から始まる1つ
または複数の基準信号REに前記スクランブリングシーケンスを適用するステップと、
　前記スクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号、前記
制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理するステップとを含む方
法。
【請求項２】
　前記同期チャネルの中心周波数を特定するステップをさらに含み、
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する
前記スクランブリングシーケンスは、前記同期チャネルの前記中心周波数に少なくとも部
分的に基づいて決定される、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記同期チャネルの前記中心周波数は、前記システム帯域幅の中心周波数とは異なる、
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請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する
前記スクランブリングシーケンスは、前記同期チャネルの中心周波数または前記システム
帯域幅の中心周波数とは無関係に決定される、請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロットまたはサブフレームイン
デックスを決定するステップと、
　前記セルIDおよび前記スロットまたはサブフレームインデックスに基づいて、前記基準
信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する前記スクラ
ンブリングシーケンスを決定するステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項６】
　前記スロットまたはサブフレームインデックスは、前記システム帯域幅内のワイヤレス
送信についての複数の利用可能なヌメロロジーのうちの基準ヌメロロジーに基づく、請求
項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記基準ヌメロロジーは、15kHzトーン間隔またはその倍数に相当する、請求項6に記載
の方法。
【請求項８】
　前記システム帯域幅内の同期チャネル中心周波数のラスタを特定するステップと、
　前記同期チャネルの中心周波数を前記同期チャネル中心周波数のラスタ上の前記同期チ
ャネル中心周波数のうちの1つとして特定するステップとをさらに含む、請求項1に記載の
方法。
【請求項９】
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理す
るステップは、
　前記共通制御リソースセットに関連するセルIDおよびスロットまたはサブフレームイン
デックスを特定するステップと、
　前記同期チャネルの中心周波数を特定するステップと、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記同期チャネル
の前記中心周波数に少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成
するステップと、
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数について
の信号パターンに前記スクランブリングシーケンスを適用するステップとを含む、請求項
1に記載の方法。
【請求項１０】
　前記基準信号、前記制御信号、またはデータ信号のうちの1つまたは複数を処理するス
テップは、
　受信された信号に関連する基準リソース要素(RE)を特定するステップと、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準REから始まる、前記基
準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数についてのREに対
して、前記スクランブリングシーケンスを埋め込むステップとをさらに含む、請求項9に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記基準REを特定するステップは、物理ブロードキャストチャネル(PBCH)または残余最
小システム情報(RMSI)の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づいて一定の固定オフセ
ットを特定するステップを含む、請求項10に記載の方法。
【請求項１２】
　前記共通制御リソースセットが前記同期チャネルを送信するために使用される第1のキ
ャリアとは異なる第2のキャリア上で送信されることを特定するステップと、
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　前記第2のキャリア上で送信される第2の同期チャネルの中心周波数を特定するステップ
と、
　前記第2の同期チャネルの前記中心周波数に基づいて前記共通制御リソースセットを復
調する際に使用するための、前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうち
の1つまたは複数に対する前記スクランブリングシーケンスを決定するステップとをさら
に含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１３】
　前記基準RE位置を特定するステップは、物理ブロードキャストチャネル(PBCH)または残
余最小システム情報(RMSI)の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づいて一定の固定オ
フセットを特定するステップを含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１４】
　前記システム帯域幅内の同期チャネル中心周波数のラスタを特定するステップと、
　第1の同期チャネル中心周波数を前記システム帯域幅内の前記基準RE位置として特定す
るステップとをさらに含む、請求項1に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第1の同期チャネル中心周波数は、前記同期チャネル中心周波数のラスタのインデ
ックスとスクランブリングシーケンスまたは前記スクランブリングシーケンスの長さを特
定するパラメータとに基づいて選択される、請求項14に記載の方法。
【請求項１６】
　ワイヤレス通信用の装置であって、システムにおいて、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリの中に記憶された命令とを備え、前記命令が、前記プロセッサによって実行
されたときに、前記装置に、
　システム帯域幅内の共通制御リソースセットについての位置情報を含む同期チャネルを
特定することと、
　前記位置情報に少なくとも部分的に基づいて前記システム帯域幅内の前記共通制御リソ
ースセットの位置を決定し、前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロッ
トまたはサブフレームインデックスを特定することと、
　前記共通制御リソースセットを復調する際に使用するための、基準信号、制御信号、ま
たはデータ信号のうちの1つまたは複数に対するスクランブリングシーケンスを決定する
ことと、
　前記システム帯域幅内の基準リソース要素(RE)位置を特定することと、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記基準RE位置に
少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成することと、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準RE位置から始まる1つ
または複数の基準信号REに前記スクランブリングシーケンスを適用することと、
　前記スクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号、前記
制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理することとを行わせるよ
うに動作可能である装置。
【請求項１７】
　前記命令が、前記装置に、
　前記同期チャネルの中心周波数を特定することを行わせるように前記プロセッサによっ
てさらに実行可能であり、
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する
前記スクランブリングシーケンスは、前記同期チャネルの前記中心周波数に少なくとも部
分的に基づいて決定される、請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記同期チャネルの前記中心周波数は、前記システム帯域幅の中心周波数とは異なる、
請求項17に記載の装置。
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【請求項１９】
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する
前記スクランブリングシーケンスは、前記同期チャネルの中心周波数または前記システム
帯域幅の中心周波数とは無関係に決定される、請求項16に記載の装置。
【請求項２０】
　前記命令が、前記装置に、
　前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロットまたはサブフレームイン
デックスを決定することと、
　前記セルIDおよび前記スロットまたはサブフレームインデックスに基づいて、前記基準
信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数に対する前記スクラ
ンブリングシーケンスを決定することとを行わせるように前記プロセッサによってさらに
実行可能である、請求項16に記載の装置。
【請求項２１】
　前記スロットまたはサブフレームインデックスは、前記システム帯域幅内のワイヤレス
送信についての複数の利用可能なヌメロロジーのうちの基準ヌメロロジーに基づく、請求
項20に記載の装置。
【請求項２２】
　前記基準ヌメロロジーは、15kHzトーン間隔またはその倍数に相当する、請求項21に記
載の装置。
【請求項２３】
　前記命令が、前記装置に、
　前記システム帯域幅内の同期チャネル中心周波数のラスタを特定することと、
　前記同期チャネルの中心周波数を前記同期チャネル中心周波数のラスタ上の前記同期チ
ャネル中心周波数のうちの1つとして特定することとを行わせるように前記プロセッサに
よってさらに実行可能である、請求項16に記載の装置。
【請求項２４】
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理す
る命令は、前記装置に、
　前記共通制御リソースセットに関連するセルIDおよびスロットまたはサブフレームイン
デックスを特定することと、
　前記同期チャネルの中心周波数を特定することと、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記同期チャネル
の前記中心周波数に少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成
することと、
　前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数について
の信号パターンに前記スクランブリングシーケンスを適用することとを行わせるように前
記プロセッサによって実行可能である、請求項16に記載の装置。
【請求項２５】
　前記基準信号、前記制御信号、またはデータ信号のうちの1つまたは複数を処理する命
令は、前記装置に、
　受信された信号に関連する基準リソース要素(RE)を特定することと、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準REから始まる、前記基
準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数についてのREに対
して、前記スクランブリングシーケンスを埋め込むこととを行わせるように前記プロセッ
サによって実行可能である、請求項24に記載の装置。
【請求項２６】
　前記基準REを特定する命令は、前記装置に、物理ブロードキャストチャネル(PBCH)また
は残余最小システム情報(RMSI)の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づいて一定の固
定オフセットを特定することを行わせるように前記プロセッサによって実行可能である、
請求項25に記載の装置。
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【請求項２７】
　前記命令が、前記装置に、
　前記共通制御リソースセットが前記同期チャネルを送信するために使用される第1のキ
ャリアとは異なる第2のキャリア上で送信されることを特定することと、
　前記第2のキャリア上で送信される第2の同期チャネルの中心周波数を特定することと、
　前記第2の同期チャネルの前記中心周波数に基づいて前記共通制御リソースセットを復
調する際に使用するための、前記基準信号、前記制御信号、または前記データ信号のうち
の1つまたは複数に対する前記スクランブリングシーケンスを決定することとを行わせる
ように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項16に記載の装置。
【請求項２８】
　前記基準RE位置を特定する命令は、前記装置に、物理ブロードキャストチャネル(PBCH)
または残余最小システム情報(RMSI)の少なくとも一方に少なくとも部分的に基づいて一定
の固定オフセットを特定することを行わせるように前記プロセッサによって実行可能であ
る、請求項16に記載の装置。
【請求項２９】
　前記命令が、前記装置に、
　前記システム帯域幅内の同期チャネル中心周波数のラスタを特定することと、
　第1の同期チャネル中心周波数を前記システム帯域幅内の前記基準RE位置として特定す
ることとを行わせるように前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項16に記
載の装置。
【請求項３０】
　前記第1の同期チャネル中心周波数は、前記同期チャネル中心周波数のラスタのインデ
ックスとスクランブリングシーケンスまたは前記スクランブリングシーケンスの長さを特
定するパラメータとに基づいて選択される、請求項29に記載の装置。
【請求項３１】
　ワイヤレス通信用の装置であって、
　システム帯域幅内の共通制御リソースセットについての位置情報を含む同期チャネルを
特定するための手段と、
　前記位置情報に少なくとも部分的に基づいて前記システム帯域幅内の前記共通制御リソ
ースセットの位置を決定し、前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロッ
トまたはサブフレームインデックスを特定するための手段と、
　前記共通制御リソースセットを復調する際に使用するための、基準信号、制御信号、ま
たはデータ信号のうちの1つまたは複数に対するスクランブリングシーケンスを決定する
ための手段と、
　前記システム帯域幅内の基準リソース要素(RE)位置を特定するための手段と、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記基準RE位置に
少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成するための手段と、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準RE位置から始まる1つ
または複数の基準信号REに前記スクランブリングシーケンスを適用するための手段と、
　前記スクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号、前記
制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理するための手段とを備え
る装置。
【請求項３２】
　ワイヤレス通信用のコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コード
が、
　システム帯域幅内の共通制御リソースセットについての位置情報を含む同期チャネルを
特定することと、
　前記位置情報に少なくとも部分的に基づいて前記システム帯域幅内の前記共通制御リソ
ースセットの位置を決定し、前記共通制御リソースセットについてのセルIDおよびスロッ
トまたはサブフレームインデックスを特定することと、



(6) JP 2020-515110 A5 2020.12.17

　前記共通制御リソースセットを復調する際に使用するための、基準信号、制御信号、ま
たはデータ信号のうちの1つまたは複数に対するスクランブリングシーケンスを決定する
ことと、
　前記システム帯域幅内の基準リソース要素(RE)位置を特定することと、
　前記セルID、前記スロットまたはサブフレームインデックス、および前記基準RE位置に
少なくとも部分的に基づいて前記スクランブリングシーケンスを生成することと、
　前記生成されたスクランブリングシーケンスに基づいて前記基準RE位置から始まる1つ
または複数の基準信号REに前記スクランブリングシーケンスを適用することと、
　前記スクランブリングシーケンスに少なくとも部分的に基づいて、前記基準信号、前記
制御信号、または前記データ信号のうちの1つまたは複数を処理することとを行うように
プロセッサによって実行可能な命令を含むコンピュータ可読記憶媒体。
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